
 

 

 

 

 

 

 

材料評価学 第 8 回 

 

 

   前回： 硬さ試験における 

      ・「硬さ」とは？ 

      ・ブリネル硬さ試験 

      ・ビッカース硬さ試験 

  

 

 

   今回： 硬さ試験における 

      ・ロックウェル硬さ試験 

      ・硬さ換算表 

      ・硬さ値と機械的特性の関係 
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8.  硬さ試験 2 

8.1  ロックウェル硬さ 

 

ロックウェル硬さ試験の動画（YouTubeより，2.5分程度） 

 ・圧子： 

 

 

 

 ・荷重範囲： 

 

 

 

 ・定義： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     〜中略〜 

図 8.1 ロックウェル硬さ（C スケール） 

表 8.1 ロックウェル硬さの各種スケール 
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 ●ロックウェル硬さの特徴 

 ① 

 

 ② 

 

 ③ 

 

 ④ 

 

 

8.3  硬さ換算表 

 ・問い：ビッカース硬さとロックウェル硬さは，物理的意味において違いがあるか？ 
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         〜中略〜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         〜略〜 

8.4  硬さ試験の実際的応用 

 ・硬さ値：  

 

 

 ● 

 

 

 

 ●硬さ値と関連付けられる他の機械的特性 

  との関連： 

  ・ 

  ・ 

 

表 8.2 硬さ換算表（鉄鋼材料，一部） 

図 8.3 各種鋼材における HRC とYの関

係 
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 ●ビッカース硬さ HV と引張強さBの関係： 

 

 

 

 

 ・SI単位系への換算： 

 

 

 

 ・例題：炭素鋼試験片に対して，ロックウェル C スケールおよびビッカース硬さ試験をそれぞ

れ実施したところ，HRC = 25.1，HV = 266 の値が得られた．これらの結果を下記の硬さ

換算表を用いてそれぞれ引張強さBに換算せよ． 
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8.5 計装化押込み試験 

 ●「ナノ・インデンテーション」とは？： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●機能性デバイス／材料の開発とその材料特性評価の必要性 

  例①： 

  例②： 

 

 ・ 

 

  ・ 

 

 

 ① 

 

 

 ② 

 

 

 

 

 ● 

 

 

 

 

図 9.1 有機 EL 回路の断面 SEM 写真 
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8.6  第 8 回講義に関する意見・感想・質問のまとめ 

 ●意見・感想 

 ・硬さ試験の違いや特徴を知れた，3 種類の硬さ試験がある意味を整理できた，同じ硬さ試験でも物理的意

味が違うことに驚いた，1 回目と 2 回目の基準荷重時のくぼみ深さの差は塑性変形分だけという説明が

わかりやすかった，硬さ試験にも色々あって面白い，完璧に物質を評価することは難しいとしみじみ思っ

た，ビッカースの短所をロックウェルがカバーしていてすごいと思った：13←硬さ試験についてかなり理解

が進んだようなら良かったです． 

 ・他の硬さ試験と混同しないように復習する，なかなか復習できていないためしっかり復習する，要点を抑え

て学習したい，硬さの種類の定義や単位等を使いこなすため復習する，今まで以上に時間をかけて復習

する，重要なところを中心に復習する，理解しづらかったところがあったので復習する：10 

 ・だんだん小テストの点数を取れるようになってきて嬉しい，単語埋めで高得点を取れた，穴埋め問題は苦

手だが対策したのである程度できた，穴埋めであったことを忘れていた，くぼみ形状を「ひし形」と書いて

しまった，しっかり復習したことでそこそこできた，スケールのアルファベット順がばらばらで困惑した：9←

今回の小テストは平均 6.5 点，満点 15 名でした．満点を取れる人が増えてきたのは，皆さんの努力の証

ですね． 

 ・早く硬さ試験の実験をしてみたい，学生実験で実際に試験を見ているのでイメージしやすかった，直近の

実験で行ったのでより理解が深まった，実験と合わせて硬さ試験を学ぶことができてよかった：7 

 ・明日の補講を忘れないように気をつける：3←私も気を付けます． 

 ・換算表の比例計算をどうするか迷った，例題を自力で解けるようにしておく：2 

 ・この授業に限らず全体的に難しくなってきている，授業の内容がだんだんとわかりやすく興味深いものに

思えてきた：2 

 ・期末に向けて準備する：2 

 ・最近毎回発言できているのでこれからも続ける←ありがとうございます，ぜひ！ 

 ・今日は疲れが溜まって眠かったが頑張った←今日ゆっくり休んでください． 

 ・換算表からの読み取り系が苦手 

 ●質問 

 ・ロックウェルの方がメリットが多いように思ったがビッカースやブリネルの中でどれが最も正確か（使い分け

について）？←授業中にも話したように，ロックウェルは工業的に（産業界で）よく用いられている硬さ試験

です．一方，ビッカースやブリネルは工業用としても使われますが，むしろ硬さ試験（押込み現象）の研究

の際にはロックウェルよりビッカースやブリネルが選ばれる傾向があります（硬さ結果が物理現象と関連

付けやすいため）． 

 ・ロックウェルの円錐圧子の先端が丸いのに意味はあるのか？・・←工業用として使用されるためには多数

回の試験を実施する前提となります．圧子先端が鋭利ですと多数回の試験実施に伴い圧子先端が摩耗

や損傷する可能性がありますので，丸みを帯びていた方が理に適っています． 

 ・ビッカース硬さから引張強さに変換する過程がいまいちわからなかった←関係式の方でしょうか，それとも

換算表の比例計算の方でしょうか？比例計算なら例題をよく見て自分で考えてください（難しいことはして

いません）．関係式の方は，研究の結果そのような関係（3 倍程度）が見出された，ということです． 

 ・σB≒9.8/3HV の式を使うと違う数値になるが？HV≒3σB でσB≒3.3HV なら HV＝9.9HV になる？←

9.9ではなく 9.7999・・・≒9.8，つまり kgfを Nに換算する際の重力加速度の値（9.8）です． 
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8.7  第 7 回小テスト解答 

 

 Q.1 硬さ試験全般，ブリネル硬さ，およびビッカース硬さについて述べた次の文章中の，空欄に 

   当てはまる語句を解答欄に記入せよ．［(a)・(b)：各 1点，(c)〜(f)：各 2点］ 

  

 

   硬さ試験全般として，①試験片準備が比較的容易，②試験実施の所要時間が［  (a)  ］， 

  ③形成されるくぼみ（圧痕）がごく微小なため，いわゆる［ (b) ］試験と見なせる，といった 

  特徴がある． 

 

  ブリネル硬さ HBは，圧子押込み荷重を，形成されるくぼみの［  (c)  ］で除する事で定義される． 

  また圧子球直径 D一定の場合，荷重Wを変化させると得られる HBが変化してしまう現象が 

  生じる．これを回避するため，W / D2の比率を一定に保つ必要がある． 

  一方，ビッカース硬さ試験で使用される圧子形状は［  (d)  ］であるため，形成されるくぼみ形状は 

  荷重によらず常に［  (e)  ］となり，同一試料であれば荷重を変化させてもビッカース 硬さ HVは 

  ［ (f) ］となる． 

 

 A.1 

  (a)［  短い   ］  (b)［  非破壊   ］ (c)［ 表面積（「面積」は減点，「断面積」は×）  ］ 

  (d)［  四角錐（同様の表現なら OK）  ］  (e)［  相似（「同じ形」「同形」「同一」は×）  ］ 

  (f)［  一定（同様の表現なら OK）   ］ 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


